
増え続ける外国人、国籍関係なく助け合う
なまちづくり

～リアルとデジタルからの のアプローチ～

越前市

発表者：越前市未来計画隊（安彦ゼミ）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こんにちは。越前市未来計画隊の服部と加藤が発表させていただきます。（0:05）



雪害 水害

日本人でも不安になる

越前市には日本人よりも
不安になっている人達がいる

地震

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
近年、自然災害が増加しています。被害の規模も大きくなり、★日本人の私たちでもとても不安になりますよね。
しかし、★越前市には私たち以上に不安になっている方がいます。(0:18)

ニッポンドットコム
https://www.nippon.com/ja/guide-to-japan/gu900164/

NHK
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20200925/k10012633831000.html

朝日新聞
https://www.asahi.com/articles/DA3S13349526.html



文化や環境が異なる地で
外国人は不安に感じている

窓口サービス課 外国人担当
アドリアナさん

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それは外国人です。文化や環境が異なる地で私たち以上に不安を感じています。(0:24)



越前市では市民の約6％が外国人
ブラジル人が
約7割

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
越前市では市民の約６％が外国人で、★そのうち約７割がブラジル人です。
★ここ数年、更に増え続けています。
不安な外国人が増えている今、災害時でも安心できるまちづくりが必要です。(0:39)

越前市多文化共生推進プラン　P15
http://www.city.echizen.lg.jp/office/010/130030/tabunkapuran_d/fil/pulanreiwa.pdf



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、私たちは災害や事故などで使用されるAEDに着目しました。
いざという時に、市民がAEDを知っていれば安心に、また使うことができれば安全にも繋がり、
日本人とブラジル人が★お互い助け合えるWell-beingなまちになります。(0:58)



市役所（5つの課）、消防組合、国際交流協会と連携した

のアプローチ
多言語の対応
オープンデータの整備

リアルでの認知
AED設置場所に

看板とステッカーの設置

デジタルでの認知
AEDマップを
MyMapに掲載

実際に使える
ポルトガル語訳された

説明書の設置

持続可能な運用と普及
AEDの使い方動画の作成と

持続的な運用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
助け合うまちづくりを実現するために私たちは、多数の団体と連携した5つのアプローチを考えました。
今から1つずつ説明していきます。(1:08)


オープンデータの整備：多言語の対応
MyMap記載
Facebookと移住者パック：誰一人取り残さない
動画の作成と運用：持続可能な運用と普及
看板とステッカー：認知
説明書の設置：リアルな使用




オープンデータの整備

翻訳は国際交流協会に依頼
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情報統計課にて反映
ブラジル人も場所を確認できるように

翻訳！

1.多言語の対応

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1つ目は多言語対応としてオープンデータの整備です。
現在市役所がHPに掲載するAED設置場所のオープンデータは日本語と英語のみです。
そこで日本に来たブラジル人転入者も確認できるよう、ポルトガル語版に翻訳したのち、掲載します。
このオープンデータは情報統計課が…(1:29)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、オープンデータを多言語化しても、そもそもAEDをブラジル人は知っているのでしょうか。(1:37)




ブラジル人のAEDの認知について

ブラジル人のAEDへの認知度が低いことを知る

ブラジルでは2015年に
設置の義務化

さらに表記はDEA
窓口サービス課 外国人担当

アドリアナさん

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで窓口サービス課のアドリアナさんに伺ったところ、
ブラジルではAEDの設置義務化が遅く、表記も日本と異なるため、知っている人が少ないことが分かりました。
そのため、ブラジル人に向けたAEDの認知度向上が必要です。
では、ブラジル人はどのようにして、市の情報を得ているのでしょうか？(1:58)








移住者パックFacebook

ブラジル人に寄り添った情報提供で
誰も取り残さずに

渡すことが可能

2.デジタルでの認知
Facebook

越前市市役所HPより引用

MyMap

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在、オープンデータを活用した市の情報アプリは存在しますが、多言語対応ができておらず★外国人は使っていません。
★調査の結果、外国人は市の★Facebookから情報を得ることが多いと分かりました。
そこで、2つ目はオープンデータを使った★AEDマップをGoogleMyMapで公開し、
★Facebookのブラジル人コミュニティに提供します。
さらに、ブラジル人転入者が必ず受け取る、★移住者パックにもAED情報を同封することで
★誰一人取り残さない周知を目指します。
これらのAEDの情報は健康増進課が(2:36)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、
デジタルだけでなく、実際にAEDが必要な現場に遭遇した際、
AEDを見つけて使える工夫が必要です。(2:47)



設置の様子

ブラジル人でも
分かるユニバーサルデザイン！3.リアルでの認知

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで3つ目はAED設置場所に看板とステッカーを設置します。
ポルトガル語で建物の入り口にステッカー、AED本体付近に看板を設置し、見つけやすいようにします。
★デザインはユニバーサルデザインを意識して作成しました。(3:04)



ポルトガル語訳された
説明書設置

？

4.実際に使える

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
4つ目は実際に使うときに分かりやすいよう、
ポルトガル語の説明書を市のAED設置場所103か所に設置します。
ポルトガル語の説明書は、メーカーが作成した既存のものがありましたが、
私たちが問題提起するまで、誰もその存在を知りませんでした。(3:22)

（今後、AEDに同封できるように働きかけていきます。）



講習会の様子 動画撮影の様子

5.持続可能な運用と普及 消防組合が監修
国際交流協会が翻訳

免許センター、リーダー研修会で運用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
5つ目はいざというときに、AEDを使えるように動画を作成しました。
★ブラジル人がAEDを本当に使える環境をデザインします。
AED動画は消防組合や、防災危機管理課が、(3:37)

多くのブラジル人が通う免許センターや地区のリーダーが集まる研修会などを通して、



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(3:39)



課題解決のプラットフォーム

□AEDが
実際に使えない

□日本語が
分からない

☑オープンデータの整備
【オープンデータの多言語化】

☑実際に使える
【ポルトガル語版の説明書設置】
☑持続可能な運用と普及
【AED使い方動画の作成と講習会の実施】

□AEDの場所が
分からない

☑デジタルでの認知
【AEDマップでいつでも見れる】
☑リアルでの認知
【ポルトガル語版のステッカーと看板の設置】

「共通の土台（基盤）
となる標準環境」のこと

☑ブラジル人コミュニティで発信
【Facebookと移住パック】□AEDを知らない

国際
交流協会

情報
統計課

企業 消防
組合

国際
交流協会

健康
増進課

窓口
サービス課

防災危機
管理課

情報
統計課

健康
増進課

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在、この取り組みを始めて1年になりますが、
産官学が連携したこの★プラットフォームが出来たことが
このプロジェクトの大きな成果だと考えています。(3:49)





プレゼンター
プレゼンテーションのノート
(3:56)



ご清聴ありがとうございました。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なお、取り組みにあたり、越前市地域貢献活動支援補助金の採択を受け、市民協働課に予算面でのフォローを頂きました。

★以上で発表を終わります。
ご清聴ありがとうございました。(4:08)

5年以上
次の3年生が
やる
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